










今回は、投稿論文 2点、書評論文 1点を掲載する。 

















 両論文は奇しくも MENAのインフラに着目した論文であった。地球規模でみて現在 PPP
の貢献がもっとも期待されている分野の一つであることを示唆していると思える。 
 もう一つの大きな期待分野がまちづくりである。今回は、書評論文として今井 隆太
「足立基浩著 『新型コロナとまちづくり――リスク管理型エリアマネジメント戦略』晃
洋書房」を掲載した。同書に記述された「まちづくりの理論的整理とコロナ禍での変化」
として、今後のまちづくり戦術の「7つの視点」、 まちづくり・エリアマネジメントを担
う組織像の今後等に焦点を当てたうえで、まちづくりの主体論のさらなる課題として、誰
がどのような動機で担うのかの論点を整理している。今後、筆者なりの考察を深められる
であろうことを期待できる書評論文である。 
 経済社会はコロナ禍による大きな影響を受けて、様々な分野で変化を余儀なくされてい
る。PPP研究も例外ではない。そうした中でも、今回も、才能あふれる気鋭の研究者から
寄稿をいただいた。最終的に掲載に至らなかった原稿も含めて、いずれも PPPの将来性に
光を当てる優れた視点を持つものであった。編集者として心からお礼を申し上げたい。 
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